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　本研究では，ヒマラヤ-ベンガル断層のトレンチ掘削調査を実施し，少なくとも２回の断層変位イベントを見
いだした．ヒマラヤ前縁帯の地震は山地内部の地震よりも規模が大きく，人口稠密地域である平野部で発生するこ
とから，一旦地震が発生すると甚大な被害が予想され，巨大地震の再来間隔や長期地震発生予測を解明することは，
地震防災上重要である．
　ヒマラヤ-ベンガル断層は，ネパール南東部ティマイ川周辺のヒマラヤ前縁からガンジス平野に向かって，北

西-南東走向のほぼ直線状の地表トレースを示す右横ずれ断層である（Nakata and Kumahara, 2001）．この断層は
ヒマラヤ前縁から 150km 南東のバングラデッシュ北部サイドプール付近まで認められる．ここより南の延長上には
シロン台地西端が位置することから，ヒマラヤ-ベンガル断層は，ヒマラヤ前縁帯活断層とシロン台地南縁のダウ
キ断層（スラストセンス）をつなぐトランスフォーム断層としての役割を果たしている可能性がある．
　トレンチ掘削調査は，ヒマラヤ-ベンガル断層が横断する，ネパール東南部カカルビータにあるトクラ茶園で

おこなった．トクラ茶園でのヒマラヤ-ベンガル断層は段丘面やその開析谷に小規模な紡錘形のプルアパートベイ
ズンを形成する．トレンチは断層に対して直交するように２地点で掘削した．トレンチ Iは幅４m，長さ７m，深さ
最大 2.5m，壁面の傾斜は 60～70°である．トレンチ II はトレンチ I より 20m 南東側にあり，プルアパートベイズ
ンの紡錘形の先端部にあたる．トレンチの大きさは幅２m，長さ２m，深さ最大２m，壁面の傾斜は 70°である．
　トレンチ I壁東面では明瞭な２本の垂直な断層帯が認められ，両断層の間には有機質シルト層（C層）が充填

する．北側の断層帯は，少なくとも３本の断層からなり，そのうちの１本は C層とその上位の円礫層（B層）を切
り，炭混じりの砂層（A層）に覆われる．他の２本の断層は，C層を切り B層に覆われる．一方，南側の断層帯は，
C 層，B 層を切り，A 層に覆われる．したがって，ここでは少なくとも２回の断層運動を認めることができ，最新
イベントは B層堆積以後，A層堆積前と推定され，一つ前のイベントが C層堆積以後，B層堆積以前と推定される．
　トレンチ II 壁面では３つの断層が認められ，すべての断層が有機質シルト層を切り，その上位の礫混じりの

砂層に覆われる．したがって，有機質シルト層堆積以後，礫混じりの砂層堆積以前に断層活動があったと見られる．
　壁面に露出した地層から炭片を採取し，現在，炭素同位体元素年代測定を依頼しており，これらの年代デー

タに基づいてヒマラヤ-ベンガル断層の最新活動時期と再来間隔を明らかにする予定である．


